
YKK丸鹿摂展示館

現在地:富出県黒部市吉田  200

竣 :仁年:1958年(昭和 33年)

改 鯵年:2008年(平成 20年)

用 途:史料館(改修議〉

仁場(改鋳謡)

建物所有者  :YKK鮒 

多設計者:鮒アブルデザインワークショッ11改

掃オンサイト計麗設計事務所

株片茸造設計集団 (SDG)

(機総合設備計画i
改修撞工者:第一建設閥、黒部エムテック鰯

富山湾に殺近い黒部の地に主力工場として、 Z左大な敷地と施設群を持つ「熱部事業所Hこ残 o最設の工場

建築〈日苦手1133年に建設されたブアスナ…の基布紡績工場)の技術、資料館への再生プロジェクトである。

暴幹 L場として拡大拡張を続けた同事業所の生産ラインが、一部海外移転することで敷地内に空地が主主ま

れたことから、 1991年以降 f黒部工場環境整備計画Jとして工場正商に一様の社会貢献として森を再生し、

文化施設な散在させる言十両などがなされた。

会業の技続的歴史会展望する意閣で言十両ちれた i丸屋根殿示館jは、そうした構懇の中で、一般市民に部

放された縁地 (YKK-l::ンターパ}ク)に休憩施設としての役務も付与されながら、議古の工場建築として維

持・保存されてきた、 RCシェル構造のヴオールト屋根が特徴的な数棟 12，000ぱほどの工場の掲の 2棟 3，000 
rrlを話Fおして展示館として再生された。 

2005年に実施した耐震診断に基づく樹燦補強を施し、…練を非公開の文献史料と製造機械の f保存室jと

し、もう一様を一絞公開の「展示議Jとラウンジとして設え、双方を丸屋根に対比した思形状の鋼製品り

造ニ干ャノピ…で、つないでいる。

には暴示機能と'7ウンジ機能を満たす為に、設計狩が 151き算j作業と称サる、突なる屋線や壁

の部分撤去と部分増築会実現する構造要素が、意E性;;r加味しながら斑械的に付加されている ο 療や路線を

引き算して、総の景観と風を取り入れたラウンジと野外テラスは大変気持ちの良い空間として再生されてい

る。

展示室の空調 }j式は、空冷ヒートポンプパッケ…ジを東関の機械室にそれぞれ毛合ずつ配置し、室内への

送風は FRPを利用した壁耐一体型のノズル形吹出し Eによるスッ今リとしたデザ、インである O ここで、怨

調機械室をレタンチャンパーとしているが、お膏対策にもう少し工夫があればより良い展示環境となったで

あろう。外気処理は余熱交換機を採加し、省エネを図っている。

外観的には、当時の:工場としての記憾を残すことを縁関した「拐!jfrのデザイン Jとしてヴオールト屋綴の

械部やコンクリートダクトの切断耐を見せているが、既存主主物の構造を在るがままに残す潔さは、所諸制切

りとは異なる設計殺の意思が!~じられる。

厳しい設然環境の中で長綴跨にEまって維持されながら資料も記毅も不明械な状況下で、工場の再生を実現

する為の施工会しながらの評価や判断は、施主・設計~・・施工者の親衛な|議織がなせる業といえる

現在米使用の[保存窓Jに生命が吹ゑ込まれたとき、 OB
機構成の[丸譲根展示館jとして本来的な一体主義設となり

が再生されたとき、木陰に甘み、*漏れ訟に包まれる 
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